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2024年１月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2023年12月14日に公表した2024年１月期通期連結業績予想について、下記の通り修正いたしま

したので、お知らせいたします。 

 

１．連結業績予想の修正について 

 2024年１月期通期連結業績予想数値の修正（2023年２月１日～2024年１月31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 31,300 400 227 130 24.23 

今回修正予想（Ｂ） 32,070 532 357 221 41.37 

増減額（Ｂ－Ａ） 770 132 130 91  

増 減 率 （ ％ ） 2.5 33.1 57.6 70.6  

（ご参考）前期実績 

（2023年１月期） 
31,244 692 506 327 61.06 

 

２．連結業績予想の修正の理由 

住宅業界におきましては、コロナ禍での戸建住宅需要も一服し、また、物価や建築コストの上昇によっ

て消費マインドの低下等が懸念される中、国土交通省発表の新設住宅着工戸数も弱含みで推移しており、

住宅業界を取り巻く環境は厳しい状況にあります。 

当社グループでは独自のマーケティング戦略により、2024年1月期における受注高・総受注棟数は好調

に推移いたしました。 

売上高につきましては、不動産市況が低迷する中で分譲住宅の販売棟数が伸び悩んでおりましたが、土

地情報力を強みに土地販売区画数を伸ばしており、また、第４四半期にかけての分譲住宅の販売が当初計

画よりも好調に推移したことで、前回発表予想を上回る見込みです。 

利益面につきましても、効率的なマーケティングによる広告宣伝費の削減等で、販売費及び一般管理費

が当初計画よりも減少しております。また、分譲住宅に関しては在庫状況のバランスを考慮し、一部あっ

た長期在庫の販売を促進したことが売上原価を押し上げる要因となっておりましたが、土地の取得費用が

抑えられたことで当初計画よりも売上総利益は増加し、注文住宅に関しても販売価格の改定や一部建築資

材の値下がり等により売上総利益率が改善しており、第４四半期にかけての引渡も順調に増加したことか

ら、各段階利益において、前回発表予想を上回る見込みです。 

なお、配当予想につきましては、修正の予定はありません。 

 
（注）上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、実際の業績は今後

の様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


